
（別紙３）

～ 2026年1月28日

（対象者数） 30人 （回答者数） 28人

～ 2025年12月19日

（対象者数） 12人 （回答者数） 12人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

スモールステップを大切に一人一人の活動参加の

様子を見て内容のふり返りを行っている。

2

無理強いせずお子さんに合ったやり方など、保護

者と話し合いご家庭、幼児室で同じやり方を行っ

ていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

地域交流先と相談し柔軟な対応を考えて行く。

2

3

感覚あそび、運動あそび、制作あそび、ルール、や

りとりのあそびを月の活動のプログラムにしている

活動内容は年齢やクラスに合った目的、支援ポイン

トに行っている。

基本的生活習慣の確立を支援する取り組み。 トイレトレーニングや衣服、靴の着脱や食事など活

動の中で一連の動作等を知らせている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域交流について。 実施しているが地域交流先の行事日程が合わず参加

できないクラスがある。

2025年11月17日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年2月10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 中央区立子ども発達支援センター

○保護者評価実施期間
2025年11月17日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


